
平成２７年第１回堺市議会（定例会）における質疑内容 

 

開催期間：平成 27年 2月 16日～3月 17日 

 

計画に関する主な質疑内容 

■高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 

質問要旨 回答要旨 

①今後 10年の取組の方向性について ①高齢者ができる限り住み慣れた地域で暮らしていける

よう、地域包括ケアシステムの構築を進める。また、在

宅生活を続けるうえでの心構えを市民に啓発すること

も重要と考えている。 

②次期計画策定において掲げている課題と

解決に向けた取組について 

②在宅医療と介護の連携について課題の整理を行い、検討

する。また、認知症施策については、医療やサポートの

流れを示す認知症ケアパスの作成・普及や認知症初期集

中支援チームの設置など早期発見・早期対応を行う体制

の整備に取り組む。施設整備については、入所待機者数

をもとに整備数を算出し、特別養護老人ホーム等の適切

な整備により、入所待機者の解消を図る。 

 

■介護予防・日常活支援総合事業（新しい総合事業）について 

質問要旨 回答要旨 

①実施時期を平成29年4月とした理由につ

いて。 

①国のガイドラインをふまえ、制度設計、事業者・市民へ

の説明、事業者募集・指定等を行い、サービスの空白や

低下がなく総合事業へ円滑に移行するための準備を行

う期間が必要と判断した。必要な方に必要なサービスが

適切に提供できるよう慎重に検討し、サービス提供体制

の整備を進める。 

②今後の取組について。 ②これまでに、民間企業等に対する高齢者向けサービスへ

の取組予定等に関するアンケートや要支援者のサービ

ス利用実態の調査を実施しており、今後はこれらの調査

結果や国のガイドラインをふまえ、制度設計を進める。 

 

■介護予防の取組について 

質問要旨 回答要旨 

①介護予防への取組は重要であると考える

が、市の認識はどうか。 

①介護予防の取組は、高齢者の安心と健康な暮らしを支え

るものであり、重要なものであると認識している。 

②今後の介護予防の取組について。 ②引き続き教室等を開催し、介護予防を意識した生活習慣

を身につけることを推進する。今後、他市の事例も含め

て、より有効な介護予防施策について研究する。 

 

※計画に関する主要な質疑の一部を抜粋したものであり、記載以外の質疑も行われました。 

資料 ４ 


